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EXPO History
万博の歴史



London,England / 1851

Crystal Palace



Paris,France / 1889

Eiffel Tower



Ferris WheelCourt of Honor

Chicago,U.S.A. / 1893

The World’s　Columbian　Exposition　of 1893



Montreal,Canada / 1967

United States Pavilion , Habitat’67 / Expo’67 Montreal



Suita,Osaka / 1970

Festival Plaza , Fuji Group Pavilion / Expo’70 Osaka



Japan / 1975 

AQUAPOLIS , Okinawa Marine Exposition



Hanover,Germany / 2000

The Netherlands Pavilion , The Japan Pavilion /  Expo2000 Hanover



Expo 2005 Aichi, Japan
愛・地球博会場計画



テーマとその展開

〈テーマの展開例〉
●　21世紀の開発と自然
　　保全、環境の再生の
　　新しい在り方の提示
●　循環型、省エネルギー
　　型社会システム構築
　　の地球規模での提案
●　循環型、省エネルギー
　　型の新しい地球市民
　　ライフスタイルの提案

〈テーマの展開例〉

●　自然と共にある
　　暮らしの文化

●　時代を超えて受け
　　継がれる芸術

●　技術と倫理、
　　その歴史と未来

〈テーマの展開例〉

●　人類の考えた宇宙、
　　地球

●　これらのコミュニ
　　ケーションと技術

●　人類の生存と生命
　　科学

自然の叡智
Nature’s Wisdom

～自然の「しくみ」と調和した新しい文明の再構築～

自然の叡智
Nature’s Wisdom

～自然の「しくみ」と調和した新しい文明の再構築～

宇宙、生命と情報
Nature’s Matrix

宇宙、生命と情報
Nature’s Matrix

人生の“わざ”と知恵
Art of Life

人生の“わざ”と知恵
Art of Life

循環型社会
Development for 
Eco-Communities

循環型社会
Development for 
Eco-Communities



長久手会場

瀬戸会場

2.5km

(158 ha)

(15 ha)

145 m

105 m

87 m

157 m

d: 40 m

d: 70 m

会場面積: 173 ha

会場計画上の３つの制約条件



City Loop 8-shaped LOOP



ひょうたん型グローバルループ
Model of gourd –shaped loop



イメージパース（実施設計時）
Rendering (working design )







































会期後のリユース検討 本博覧会の会場整備計画においては、出来る
限り３Ｒ（Reduce,Reuse,Recycle）を取り入れ

ることを目指している。
その中でReuseについては、国内にとどまらず
海外における転用利用も検討する（（財）日本
建築センター内に委員会を設置）が、その可能
　　　　　　　　　　　性のイメージは以下のような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものである。





教育施設への転用案



医療施設への転用案



商業施設への転用案



スポーツ施設への転用案



3Rの例

・公式参加国のパビリオンを18mx18mx9m (高さ)のモデュール形式とした

・日本政府館の部材をオークションでリユース

・ガスパビリオンの資材はガス施設にリユース

・カレイドスコープタワーは愛知県内に移設されリユース

・EXPOビジョンスクリーンは瑞穂陸上競技場でリユース

・ベンチは愛知県、神奈川県でリユース

・AEDは26の市町でリユース

・ドライミストは安城市、豊田市でリユース

・風力発電、ソーラー発電は安城市、豊田市でリユース

・グローバルトラムはアミューズメント施設でリユース

・自転車タクシーは愛知、岐阜、滋賀でリユース



最初のオークションの結果
平均成約率 47.4%

高い成約率　　

低い成約率

2回目のオークションの結果

木材、電気製品、厨房機器など100%落札された

エレベーター

展示品

環境素材

電気配線・ダクト

100%

63.9%

60.4%

50.6%

）EXPOメモリアルの要素

-電気製品などは価値の低下が
　少ないと思われた

ドア・建具 1.8%



これらの経験から学んだこと

①リユースを促進する社会システム・価値観の構築

②リユースできる材料、製品のデータ

ベースの整理と情報の伝達 －種類・素材・品質・量

③材料、製品のストックスペースの確保



Qatar pavilion Nippon Denshi Kogyo co., ltd. (Toyota city)



Austria pavilion Jin-no Company (Toyohashi city)

















The reuse program of timber at Aichi Kaisho Forest Center 
(Aichi Pavilion Seto at the Expo 2005 Aichi, Japan)

Visitor center
(1,500㎡)

Expo pavilion
(3,000㎡)







↓



Aichi Prefecture (1) Simoyama Village
(4) (5)

(2)

(3)

(6)

Simoyama Forest Association

Aichi Pavilion Seto　　　Aichi Kaisho Forest Center　　Tomoegaoka elementary 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 school of Simoyama village

(1) A lease loan
(2) A construction period & an exhibition period
(3) Reconstruction,
(4) A lease expiration return
(5) Sale
(6) Construction and the completion

The reuse flow



Section plan (Brown part is temporary)

Deconstruction and removal 







メタン発酵システム 燃料電池システム

高温ガス化システム 太陽光発電システム





上海 (Shanghai)へ海上 (Kaisho)から










